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コレクチンはコラーゲン様領域とＣタイプレクチンを内部構造に有するユニークなタンパ

ク質ファミリーである．マンナン結合レクチンＭＢＬ血annan-hindinglectin）は代表的な

コレクチン分子で，補体系の活性化のみならずオプソニンによる異物負食に関与し，自然

免疫における代表的な生体防御レクチンと考えられている．我々のグループは，逆遺伝子

法により，３つの新規コレクチン（CL-L1,CL-P1,CL-K1）遺伝子のクローニングに成功し

ている．ＣＬ－Ｋ１（ＣＯZ,ECzz）はその新規コレクチンの一つであり，フコースやマンノース

などの糖に結合すること，グラム陰性菌表面に多く存在するリポ多糖やグラム陽性菌表面

に存在するリポテイコ酸等の糖脂質に結合することから本分子が，微生物などに対して，

パターン認識受容体（Pattern-RecognitionReceptor）として機能することが推測されてき

た[1]．さらに，ＣＬ－Ｋ１特異抗体を利用したマウス組織染色で，食道，胃大腸などの消化管

上皮，気管上皮,皮層上皮などの，異物と直接接する生体防御に重要な部位に，ＣＬ－Ｋ１が発

現していることが明らかにされている．Hansenらは，ＣＬ－Ｋ１がヒト血中にＭＢＬとほぼ同

じ濃度で存在し，補体活性化を担う分子ＭASP(MBL-AssociatedSerineProtease）と結合

することで自然免疫に重要であると報告したが，Rooryckらのグループは，３ＭＣ症候群

（Carnevale､Mingarelli,Malpuech,Michelssyndrome）と呼ばれる先天性の形態形成異

常（両眼隔離，眼裂狭小，眼険下垂，球状眉，眼異形，頭蓋骨癒着,口蓋裂,前房欠損等）を伴

う，常染色体劣性遺伝病の原因として，CL-K1，MASP-1遺伝子が遺伝子変異を示すことを

報告した[2]．そこで吉崎らは，ＣＬ－Ｋ１の疫学的な研究を進めるために，複数のリコンビナ

ントＣＬ－Ｋ１を作成して，２０数種以上の単クローンや多クローン抗体を作成し，それらを

用いてCL-K1測定ELISAシステムを樹立し，日本人における血中濃度を明らかにした．つ

まり，健康な２２０人のヒト血葉サンプルにおいて，測定した両コレクチンの平均血中濃

度は,ＣＬ－Ｋ１(0.34士０．１３仏g/ｍｌ)，ＭＢＬ(1.72士１．５１肥/ｍｌ）で,ＣＬ－Ｋ１濃度は年齢や性別

での差を認めず，またＣＬ－Ｋ１とＭＢＬの血中濃度の相関性はなかった．しかし，この血中濃

度は，Hansenらの結果とは異なり，ＣＬ－Ｋ１の血中濃度はＭＢＬ血中濃度よりも低く，ＭＢＬ

にみられるような正常人でのばらつきは見られなかった．今後，本CL-K1測定ELISAを用

いることによって，上記遺伝性疾患を含むＣＬ－Ｋ１の欠損症・過剰症を発見し，ＣＬ－Ｋ１が関

与するその他の疾患の診断に応用できる可能性を示した．
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